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新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
制
服
の
ス
カ
ー
ト
と
ス
ラ
ッ
ク

ス
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
３
本
の
ラ
イ
ン
が
交
わ
っ
て

模
様
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
ン
が
統
合
さ
れ
る
前
の
３

中
学
校
を
表
わ
し
て
お
り
、

統
合
の
象
徴
と
し
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
生 

山
北
中
学
校
の
開
校
は
、
か
つ
て
の
町
内
３
中

学
校
の
閉
校
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
中
学
校
が

閉
校
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
卒
業
生
や
地
域
住
民
の
方

に
と
っ
て
、
寂
し
さ
や
不
安
感
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実

で
す
。
長
年
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
と
い
う
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
中
学
校
の
閉
校
に
は
、
危

機
感
す
ら
覚
え
た
方
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
未
来
を
築
き
地
域
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
し
、
公
平
な
教

育
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
統
合
を
決
定
し
た
最

大
の
理
由
で
す
。「
地
域
の
宝
」で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

町
内
３
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
校
風
を
引
き
継
ぎ
、
融
合

し
な
が
ら
、
人
間
性
豊
か
な
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
く

た
め
に
、
大
切
な
こ
の
中
学
生
時
代
を
、
町
全
体
で
見

守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

頑
張
れ
！
新
生 

山
北
中
学
校
の
生
徒
た
ち
!!

桜
が
咲
き
誇
る
４
月
１
日
、
町
内
の
３
つ
の
中
学
校

（
山
北
中
学
校
、
清
水
中
学
校
、
三
保
中
学
校
）
が

統
合
さ
れ
、
生
徒
数
２
７
２
人
の
「
山
北
町
立
山
北

中
学
校
」
が
新
た
に
開
校
し
、
４
月
７
日
に
開
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
校
式
で
は
、
教
育
委
員
会
や
町
長
の
式
辞
の
後
、

新
調
さ
れ
た
校
旗
が
、
町
長
か
ら
教
育
長
へ
、
そ
し

て
教
育
長
か
ら
植
松
校
長
へ
と
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
校
旗
を
は
じ
め
、
学
校
統
廃
合
に
関
す
る
様
々

な
案
件
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
で
の
意
見
交
換
会
や
各

検
討
委
員
会
な
ど
各
所
で
慎
重
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
、

新
生 

山
北
中
学
校
の
校
舎
や
校
章
、
校
歌
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
の
山
北
中
学
校
の
も
の
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
一方
で
、
制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
は
変
更

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新
１
年
生
は
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
制
服
に
身
を
包
み
、
開
校
式
・
入
学
式
に
臨
み
ま

し
た
。

平
成
23
年
11
月
の
町
内
中
学
校
統
廃
合
の
決
定
か

ら
約
２
年
半
、
町
内
３
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
校
風
を

受
け
継
い
だ
新
生 

山
北
中
学
校
の
新
た
な
歴
史
が
幕

を
開
け
ま
し
た
。

新生 「山北中学校」開校
～それぞれの校風を受け継ぎ 新たな伝統が作られてゆく～

「
山
北
中
学
校
」 

開
校

新
た
な
制
服
に
込
め
ら
れ
た
意
味

町
全
体
で
見
守
り
た
い

　　　「子どもたちのための 統合 。」

新調された校旗が、町長から教育長、そして校長へと手渡されました
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昭
和
22
年
に
開
校
し
た
山
北

中
学
校
、
清
水
中
学
校
、
三
保

中
学
校
は
、
67
年
と
い
う
長
い

年
月
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
１
２
，

２
６
２
名
、２
，１
１
４
名
、１
，

６
５
７
名
と
い
う
多
く
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

３
つ
の
中
学
校
は
閉
校
と
な

り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
そ
れ
ぞ

れ
の
方
が
過
ご
し
た
多
感
な
中

学
生
時
代
の
大
切
な
思
い
出
は
、

一
人
ひ
と
り
の
心
に
刻
ま
れ
て

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
新
生 

山
北
中
学
校
以

外
の
中
学
校
は
、
新
た
な
活
用

方
法
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
大
切
な
場
所
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら

の
こ
と
も
み
ん
な
で
真
剣
に
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
北
中
学
校
の
生
徒
に
、

　
今
の
気
持
ち
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た

１
６
，０
３
３
名
が

　

 

卒
業
し
た
中
学
校

６７年の歴史に幕
山北中学校、清水中学校、三保中学校  閉  校

三保中学校閉校式 清水中学校閉校式 山北中学校閉校式

～
足
跡
を
作
っ
て
ゆ
く

　
　
　
　
生
徒
た
ち
～

歴
史
、
伝
統
、
文
化
は

　
新
し
い
学
び
舎
で
ひ
と
つ
に
な
る

入学して、人数が多くて楽し
いです。勉強は小学校よりむず
かしいけど、部活動など新しい
ことが始まるのですごく楽しみ
です。

中学に入学して思ったことは、
先輩がやさしいことです。すれ
違うたびに名前を呼んで手を
振ってくれます。とてもうれし
いです。

新山北中学校の初めての卒業生
として誇りを持ちたい。また、初代
生徒会長として旧山北中学校の６７
年間と三保中学校、清水中学校の伝
統を保ちつつ、新山北中学校生とし
てがんばっていきたいです。

厚木から山北に来て、不安で
いっぱいだったけど、周りの人
とも仲良くなれてとてもよかっ
たです。

まだまだわからないことだら
けですが、楽しいです。他の小
学校だった子とも、早く仲良く
なれたらいいなと思います。

新山北中学校の第一期生とし
て胸が張れるような学校づくり
をしていくとともに、皆が楽し
いと思えるような場所にしてい
きたいです。

教室に入るとき、ワクワク感
と不安の２つがありました。今
は早く部活や新しいことをした
いと思う気持ちがたくさんあり
ます。

まだ中学校に入学したばかり
で、全然わからないことがある
けど、新しく開校した学校の初
めての新入生としてこれから頑
張りたいです。

湯川　結生さん（１年）佐久間　大輔さん（１年）飯田　彩乃さん（１年）

小菅　愛実さん（１年）石田　佳奈恵さん（１年）髙橋　美晴さん（１年）

川邉　喬盛さん（３年、生徒会長）井上　琴音さん（３年）

ず
っ
と
忘
れ
な
い
…

　
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
我
が
母
校
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平成２６年度　町職員の人事異動
（平成２６年４月１日付け）

［課長級］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）
新　　　所　　　属 旧　　　所　　　属 氏　　　名

政策秘書課長 政策秘書課政策秘書班主幹 瀬　戸　　　靖
企画財政課長 政策秘書課長 杉　山　浩　通
会計管理者兼会計課長 会計課会計班主幹 武　井　　　敦

［主幹・技幹級］
総務防災課財産管理班主幹 生涯学習課生涯学習スポーツ班副主幹 瀬　戸　誉　之
町民税務課税務班主幹 　　〃　　公民館主幹 山　崎　一　郎
　　〃　　清水支所主幹 町民税務課三保支所主幹 鳥　海　伸　吉
　　〃　　三保支所主幹 学校教育課教育班主幹 佐　藤　勝　也
保険健康課健康づくり班主幹 町民税務課清水支所主幹 岩　本　保　司
上下水道課工務班主幹 定住対策室定住対策班主幹 石　田　照　夫
会計課会計班主幹 町民税務課税務班主幹 大胡田　剛　司
学校教育課教育班主幹 保険健康課健康づくり班副主幹 松　田　浩　義
　　〃　　〃　　主幹 神奈川県から派遣 大　庭　菜穂子
生涯学習課生涯学習スポーツ班主幹 定住対策室定住対策班副主幹 齋　藤　啓　裕
　　〃　　生涯学習センター主幹 上下水道課工務班主幹 山　本　智　賢

［副主幹･副技幹級］
政策秘書課政策秘書班副主幹 都市整備課管理計画班副主幹 和　田　　　薫
総務防災課付副主幹 総務防災課付主査 内　田　　　敦
福祉課向原保育園副技幹 福祉課向原保育園主査 尾　崎　明日香
環境農林課生活環境班副主幹 総務防災課付副主幹（中井町派遣） 山　本　智　子
　　〃　　農林振興班副主幹 企画財政課企画班副主幹 鈴　木　康　弘
都市整備課管理計画班副主幹 上下水道課工務班副主幹 土　井　　　覚
　　〃　　整備班副主幹 都市整備課整備班主査 加　藤　　　研
議会事務局議事班副主幹 議会事務局議事班主査 高　橋　真知子

［班　員］
企画財政課企画班主事 生涯学習課生涯学習スポーツ班主事 高　橋　和　久
　　〃　　　〃　主事 総務防災課付主事 山　本　智　絵
総務防災課庶務班主任主事 総務防災課付主任主事（神奈川県派遣） 伊　藤　弘　泰
総務防災課付主査（小田原市派遣） 　　〃　　庶務班主査 池　谷　　　栄
　　〃　　　主任主事（神奈川県派遣） 町民税務課税務班主事 岩見谷　真　志
　　〃　　　主事（大井町派遣） 生涯学習課生涯学習スポーツ班主事 小　瀬　さかえ
町民税務課町民班主任主事 福祉課福祉推進班主任主事 末　安　美　樹
　　〃　　税務班主事 環境農林課生活環境班主事 芹　澤　嘉　栄
福祉課福祉推進班主任主事 町民税務課町民班主任主事 工　藤　寛　子
福祉課向原保育園保育士 学校教育課三保幼稚園教諭 風　間　沙耶佳
保険健康課保険年金班主査 中井町から派遣 上　杉　淑　子
環境農林課農林振興班主事 保険健康課保険年金班主事 杉　山　　　豊
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任
期
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
２
年
間

で
す
。 （
敬
称
略
）

飯
田　
克
（
根
下
）、磯
崎
昭
久
（
平
山
）、

堀　
　
彰（
上
清
水
）、芝　
玲
子（
萩
原
）、

山
崎
康
弘（
城
山
）、諸
角
久
美
子（
原
耕
地
）、

小
菅
克
彦
（
宿
）、佐
藤
俊
彦
（
尺
里
東
）、

遠
藤
圭
子（
高
松
）、岩
本
紀
枝（
鍛
冶
屋
敷
）、

池
谷
公
治（
透
間
）、池
田　
健（
大
蔵
野
）、

湯
川
浩
一
（
畑
）、
佐
藤
博
美
（
箒
沢
）

▼
退
任

小
瀬
宏
次
（
平
山
）、鈴
木
良
雄
（
田
中
）、

山
崎
郁
夫
（
根
下
）、
川
口
敏
彦
（
宿
）、

矢
吹
高
広
（
谷
ヶ
）

（敬称略）
新　　　所　　　属 旧　　　所　　　属 氏　　　名

定住対策室定住対策班主任主事 企画財政課企画班主任主事 曽　我　優　貴
　　〃　　　　〃　　主任主事 神奈川県から派遣 筏　井　健　行
学校教育課教育班主査 環境農林課農林振興班主任主事 磯　崎　雅　史
　　〃　　三保幼稚園教諭 福祉課向原保育園保育士 田　渕　晴　子
生涯学習課生涯学習スポーツ班主任主事 環境農林課農林振興班主任主事 加　藤　拓　也
福祉課向原保育園保育士 新採用 尾　崎　麻　由
環境農林課生活環境班主事補 　〃 磯　田　光　隆
上下水道課工務班主事補 　〃 前　田　友　也
生涯学習課生涯学習スポーツ班主事補 　〃 川　口　蓮　二

［再任用］ （敬称略）
新　　　所　　　属 氏　　　名 備　　　　　　　考

保険健康課健康づくり班 相　原　道　博 短期再任用

（平成２６年３月３１日付け）
［退職者］ （敬称略）

旧　　所　　属 氏　　　　名
参事兼企画財政課長 山　崎　佐　俊
会計管理者兼会計課長 相　原　道　博
総務防災課財産管理班主幹 磯　田　正　光
福祉課向原保育園副技幹 座　間　京　子
商工観光課商工観光班主査（大井町交流職員） 草　柳　孝　子

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
各
団
体
新
メ
ン
バ
ー
紹
介

■
青
少
年
指
導
員

青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
組
織
活
動
の

指
導
、
助
言
を
し
て
い
た
だ
く
青
少
年
指

導
員
19
名
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。任

期
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
２
年
間

で
す
。（
敬
称
略
）

菅
谷
光
恵
（
萩
原
）、日
隈
知
美
（
平
山
）、

細
川
和
幸（
田
屋
敷
）、松
永　
孝（
万
随
）、

三
浦
恭
之（
堂
山
）、根
之
木
孝
子（
原
耕
地
）、

湊　

滋
（
越
地
）、
村
上
栄
子
（
湯
坂
）、

若
林
ミ
ワ
子（
斑
目
）、荒
原
和
之（
尺
里
中
）、

池
田
し
の
ぶ（
上
本
村
）、 

荻
野
智
常（
下
本
村
）、

湯
川
隆
治（
尺
里
東
）、髙
橋
純
子（
瀬
戸
・
駒
ノ
子
）、

池
田
博
之
（
谷
ケ
）、山
﨑
孝
弘
（
湯
触
）、

渡
辺
英
知（
谷
戸
諸
渕
）、杉
本
太
一（
玄
倉
）、

諸
星
孝
治
（
玄
倉
）

▼
退
任

田
代
典
子
（
平
山
）、
高
杉
繁
（
上
清
水
）、

加
藤
盛
人
（
城
山
）、
武
井
正
敏
（
宮
地
）、

瀬
戸
敦
子
（
湯
坂
）、石
田
常
子
（
原
耕
地
）、

中
戸
川
裕
（
村
雨
）、
露
木
実
（
前
耕
地
）、

紫
倉
健
司
（
谷
ケ
）

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
て
い

た
だ
く
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
14
名
が
、
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

平成26年
4月から

ニュースポーツ「カローリング」研修の様子
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平成２６年度　教職員の人事異動
県教育委員会では、４月１日付けで町内小・中学校の教職員の人事異動を、次のとおり行いました。（敬称略）

着任（平成２６年４月１日付け）
着任学校名 職　名 氏　名 前任学校名等 備　考
川村小学校 教　頭 遠　藤　彰　子 井ノ口小学校

〃 総括教諭 小　瀬　雪　子 開成小学校
〃 総括教諭 松　村　寿美子 大井小学校
〃 総括教諭（昇任） 水　野　実枝子 川村小学校
〃 総括教諭 髙　橋　あゆみ 県立教育センター
〃 教　諭 門　司　維紗子 向田小学校
〃 教　諭 原　田　郁　未 岡本小学校
〃 教諭（再任用） 鎌　田　光　蔵 川村小学校

三保小学校 教　諭 岡　澤　雄　介 向田小学校
〃 教　諭 小宮山　祐　香 寄小学校

山北中学校 総括教諭（昇任） 岡　部　文　子 山北中学校
〃 事務主幹（昇任） 細　谷　光　子 山北中学校
〃 教　諭 川　田　真　也 足柄台中学校
〃 教　諭 御手洗　雄　太 南足柄中学校
〃 教　諭 平　田　真理子 三保中学校
〃 教　諭 植　村　源　平 清水中学校
〃 教諭（新採用） 工　藤　喜　美
〃 教諭（新採用） 鈴　木　　　優
〃 教諭（再任用） 本　多　宗　一 山北中学校

転任（平成２６年３月３１日付け）
学　校　名 職　名 氏　名 転　任　先 備　考
川村小学校 教　頭 内　田　明　美 岩原小学校

〃 教　諭 浦　中　直　人 開成南小学校
〃 教　諭 田　中　明　朗 南足柄小学校
〃 教　諭 本　多　健太郎 北足柄小学校

三保小学校 教　諭 大　日　孝　浩 松田小学校
山北中学校 教　諭 新　井　太加志 足柄台中学校

〃 教　諭 秋　澤　真　吾 南足柄中学校
清水中学校 校　長 遠　藤　仁　一 神奈川県教育委員会

〃 教　頭 加　藤　彰　吾 県西教育事務所
〃 教　諭 岸　谷　郁　美 湘光中学校
〃 教　諭 植　村　源　平 山北中学校

三保中学校 校　長 山　口　君　儀 井ノ口小学校
〃 教　頭 川　上　達　夫 松田中学校
〃 総括教諭 増　田　文　夫 寄中学校
〃 教　諭 平　田　真理子 山北中学校
〃 教　諭 宇　田　香代子 岡本中学校
〃 養護教諭 夏　目　桃　子 岡本小学校
〃 事務主事 橋　本　敦　子 上大井小学校

退任（平成２6年３月３１日付け）
学　校　名 職　名 氏名 備　考
川村小学校 総括教諭 鎌　田　光　蔵

〃 総括教諭 飯　田　久美子
〃 総括教諭 遠　藤　康　子
〃 総括養護教諭 吉　岡　浩　子

山北中学校 総括教諭 本　多　宗　一
〃 教　諭 竹　松　由　香
〃 教　諭 矢　野　貴　義

清水中学校 総括教諭 久　富　みちよ
〃 教　諭 岡　田　和　明
〃 事務主事 下　田　智　美
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
永
年
勤
続
表
彰

教
育
委
員
に
瀬
戸
安
美
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
任
さ
れ
ま
し
た

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
永
年
勤
続
表
彰

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
永
年
勤
続
表
彰

町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
湯

川
晴
道
さ
ん
（
畑
）
が
任
期
満
了
で
退
任
す
る

こ
と
に
と
も
な
い
、
三
尋
木
昭
治
さ
ん
（
原
耕

地
）
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
町
議
会
の

同
意
を
得
て
町
長
が
選
任
し
た
委
員
３
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
選
任
さ
れ
た
三
尋
木

昭
治
さ
ん
の
ほ
か
、
武
尾
昌
則
さ
ん
（
谷
ケ
）、

大
野
博
世
さ
ん
（
共
和
西
）
が
委
員
で
選
任
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
町
定
例
議
会
の
同
意
を
受
け
、
瀬
戸

安
美
さ
ん
が
教
育
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
瀬
戸
安
美
委
員
は
平
成
22
年
４
月
１
日
に
初

め
て
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
、
今
回
で
２
期
目

と
な
り
ま
す
。

　
髙
橋
清
さ
ん
は
、
平
成
10
年
12
月
か
ら

平
成
25
年
11
月
ま
で
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
活
動
し
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
、
会
長
を
歴
任

さ
れ
、
自
身
の
体
調
よ
り
も
活
動
を
優
先

す
る
姿
は
、
委
員
の
道
標
と
な
っ
て
協
議

会
を
け
ん
引
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
の
年
齢
要
件
を
超
え
て

な
お
、
長
き
に
わ
た
り
活
動
を
継
続
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

　

栗
原
ち
づ
子
さ
ん
は
、
平
成
10
年
12

月
か
ら
平
成
25
年
11
月
ま
で
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
、
在
任
期
間

の
終
わ
り
の
３
年
間
は
副
会
長
と
し

て
、
協
議
会
運
営
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

細
や
か
な
配
慮
で
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
、
15
年
に
わ
た
る
長
年
の
活
動
の
功

績
が
称
え
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

　

４
月
10
日
（
木
）、
山
北
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
山
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
前

会
長
の
髙
橋
清
さ
ん
と
、前
副
会
長
の
栗
原
ち
づ
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、現
会
長
の
武
政
鷹
志
さ
ん

か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
池
谷　
大
祐
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
真
理
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
海か

い
と音

く
ん　
２
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
航こ

う
き輝

く
ん　
５
か
月

池谷さん
ご家族

＜原耕地＞

我
が
家
は
、
主
人
、
私
、
２
歳
11
か

月
の
長
男
海
音
、
昨
年
11
月
に
産
ま
れ

た
次
男
航
輝
の
４
人
家
族
で
す
。

長
男
の
海
音
は
、
い
つ
も
家
の
中
で

も
走
り
回
っ
て
い
て
、
お
得
意
の
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
の
ポ
ー
ズ
を
キ
メ
て
い
ま
す
。

じ
っ
と
し
て
い
る
の
は
寝
て
い
る
時
く

ら
い
で
す
。
弟
が
産
ま
れ
て
す
ぐ
は
、

幼
児
が
え
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
自
分
の
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
を

見
せ
た
り
、
手
に
触
ら
せ
て
く
れ
た
り

し
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
ぶ
り
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
の
優
し
さ
と
刺

激
を
受
け
な
が
ら
、
い
つ
も
弟
の
航
輝

は
ニ
コ
ニ
コ
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
動
き

を
目
で
追
い
な
が
ら
手
足
を
動
か
し
て
、

声
を
出
し
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

忙
し
い
中
に
も
そ
ん
な
二
人
の
様
子

を
見
て
い
る
と
、
騒
が
し
い
は
ず
な
の

に
不
思
議
と
と
て
も
穏
や
か
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
を
産
ん
で
か
ら

毎
日
、
大
き
な
声
を
出
し
て
笑
わ
な
い

日
が
無
い
く
ら
い
三
枚
目
キ
ャ
ラ
な
息

子
た
ち
で
す
が
、
互
い
に
優
し
さ
と
思

い
や
り
を
持
っ
て
成
長
し
て
行
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
真
理
子
さ
ん
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
前
回
か
ら
６
回
に
わ
た

り
、
町
内
の
６
連
合
自
治
会
長
に
お
話
を
伺
っ
て

い
き
ま
す
。
今
回
は
、
山
北
連
合
自
治
会
長
の
清

水
隆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
や
連
合
自
治
会
が
抱
え
て
い

る
課
題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

「
自
治
会
活
動
の
活
性
化
」

　
「
山
北
町
は
、
他
の
市
町
村
以
上
に
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
う
え
に
住
民
数
も
減

少
し
て
い
て
、
山
北
地
区
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
す
。
住
民
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
定
年

退
職
の
延
長
や
職
場
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
自
治

会
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人
が
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。
と
く
に
毎
年
自
治
会
長
を
選
出
す

る
の
が
困
難
な
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

山
北
連
合
自
治
会
と
し
て
、
昨
年
か
ら
自
治
会

長
と
組
長
の
仕
事
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
配
布
物
と
回
覧

の
集
約
を
図
り
ま
し
た
。
町
の
広
報
配
布
日
が
月

２
回
あ
り
ま
す
。
町
役
場
や
関
係
団
体
に
協
力
を

お
願
い
し
、
配
布
物
や
回
覧
を
で
き
る
だ
け
そ
の

日
に
合
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

自
治
会
長
と
組
長
へ
の
負
担
が
か
な
り
軽
減
し
、

喜
ば
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
負
担
が
減
少
し

た
分
、
自
治
会
活
動
本
来
の
仕
事
に
時
間
を
使
い
、

自
治
会
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
・
世
帯
数
減
少
に
よ
り
、
自
治
会

間
の
格
差
が
広
が
り
、
い
ろ
い
ろ
と
不
都
合
が
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。
適
正
な
自
治
会
会
員
数
等
な

ど
も
検
討
・
勘
案
し
、
次
の
世
代
を
見
据
え
た
新

た
な
自
治
会
の
統
合
等
も
考
え
て
い
く
時
期
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。」

連
合
自
治
会
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

「
次
の
世
代
に
残
し
た
い
も
の　
や
ま
き
た
の
祭
り
」

　
「
山
北
地
区
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て

い
る
祭
り
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
毎

年
11
月
３
日
に
行
わ
れ
る
室
生
神
社
例
大
祭
で

す
。
朝
早
く
か
ら
花
車
、
そ
し
て
神
輿
と
流
鏑
馬

の
町
内
巡
行
が
行
わ
れ
ま
す
。
午
後
は
古
式
ゆ
た

か
に
流
鏑
馬
の
奉
納
が
神
社
前
の
馬
場
道
で
行
わ

れ
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
１
月
中
旬
に
行
わ
れ
る

ど
ん
ど
焼
き
と
花
車
と
神
輿
の
祭
り
、
道
祖
神
祭

で
す
。
花
車
と
神
輿
９
台
が
山
北
駅
前
広
場
に
集

合
し
、
町
内
を
巡
行
し
ま
す
。
暗
く
な
る
夕
方
に

は
、
電
飾
で
神
輿
・
花
車
を
飾
り
再
度
山
北
駅
前

に
集
合
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
お
祭
り
で
は
、
普
段
人
出
の
少
な
い
山
北
町
も

人
で
あ
ふ
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
お

祭
り
は
、
県
内
で
も
貴
重
な
も
の
の
よ
う
に
聞
い

て
い
ま
す
。
山
北
連
合
自
治
会
と
し
て
も
で
き
る

限
り
の
応
援
を
し
、
今
後
も
末
永
く
続
け
て
い
け

る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
追
い
風
と
し
て
、
宮
地
地
区
と
山
北

駅
前
の
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
に
50
世
帯
以
上
の

方
々
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
人
口
減
に
歯
止
め
が
か
か
る
と
と
も
に
、

若
い
世
代
と
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
ら
の
祭
り
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
風
が
吹
き
込
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

町
の
人

清
水　
隆
さ
ん

　
（
山
北
連
合
自
治
会
長
、

　
　
山
北
町
連
合
自
治
会
長
会
副
会
長
）
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「水道水の放射性物質濃度について」
町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実施し

ています。測定の結果、放射性物質は検出されてい
ません。

○直近の採水日時
　平成２６年３月６日（木）午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４） 不検出
　・セシウム（Ｃｓ１３７） 不検出
　・ヨ ウ 素（Ｉ １３１） 不検出

○過去の検査結果
過去３１回の検査を実施し、すべてにおいて放
射性物質は検出されていません。

※町では県内各地の測定結果等の情報収集に努め、
その状況に応じて対策を進めていきます。

【問合せ】上下水道課工務班
　　　　 （電話）７５－３６４５

４月８日、神奈川県農協茶
業センター直売所の記念石碑
前では、足柄茶の今年の豊作
と安全を祈念するとともに、
新たな気持ちで新茶を迎える
ための献茶祭が、同センター
役員や県茶業振興協議会、地
区生産者代表など関係者が出
席し執り行われました。

足柄茶は、福島第一原子力
発電所事故の放射性物質によ
る風評被害や、昨年の遅霜、
今年２月の大雪など、これまで様々な厳しい境遇に置か
れながらも、生産者や関係者のご尽力によって、８０有

余年の歴史を絶やすこと
なく、良いお茶が作り続
けられています。すばら
しい香りと味を楽しむ一
番茶の時期は、まもなく
やってきます。

▲豊作と安全を祈念して石碑
　に供物を

▲茶葉を使った菓子などが参加者
　に振る舞われました

豊作と安全を祈念して
―足柄茶記念石碑前で献茶祭―

野
菜
類
の
播
種
講
習
会

　

共
和
地
区
で
は
近
年
、
リ
タ
イ
ヤ
後
の
就
農
者

が
多
く
、
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

時
代
も
変
わ
り
、
作
物
の
栽
培
方
法
も
変
化
し

つ
つ
あ
る
今こ

ん
に
ち日
、
地
域
の
後
継
者
に
先
進
的
な
知

識
と
、
よ
り
良
い
作
物
作
り
を
学
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
共
和
地
域
振
興
会
農
林
部
会
で
は
３
月
22

日
に
、
共
和
ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン
横
の
畑
で
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
Ｊ
Ａ
の
顧
問
、
宮
下
義
昭
氏
で
、
畑
に

も
人
と
同
様
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
、
ま
ず
は
畑
の
土
づ
く
り
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
方
、

人
参
や
大
根
の
播
種
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
ポ
ッ
ト
播
き

な
ど
の
他
に
も
、
キ
ャ
ベ
ツ
類
の
定
植
順
な
ど
、

事
細
か
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
次
々
に
質
問
が
出
て
、「
今
日

の
講
習
会
は
本
当
に
良
か
っ
た
。
ま
た
実
施
し
て

欲
し
い
。」
な
ど
の
声
も
聞
か

れ
、
講
習
会
は
大
成
功
と
な
り

ま
し
た
。（
渡
辺
恵
美
子
さ
ん
）

白
簱
神
社
例
大
祭

　
４
月
６
日
に
谷
ケ
白
簱
神
社
の
大
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
季
節
外
れ
の
寒
気
の
影
響
で

不
安
定
な
天
気
と
寒
さ
の
中
、
一部
の
短
縮
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
咲
き
そ
ろ
っ
た
桜

を
背
景
に
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

か
わ
い
い
子
ど
も
神
輿
を
先
頭
に　

神
輿

の
担
ぎ
手
は
神
事
に
相
応
し
い
白
張
を
身
に

ま
と
い
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
祭
り

囃
子
を
従
え
て
地
区
の
各
所
を
巡
り
ま
す
。

こ
の
神
輿
は
、
前
日
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
み
ん
な
で
協
力
し
て
磨
き
上
げ
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

谷
峨
駅
前
で
は
、
御
殿
場
線
到
着
時
刻
に

合
わ
せ
神
輿
の
ネ
リ
が
行
な
わ
れ
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。（
白
井
悦
子
さ
ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第26号

統合失調症、
統合失調

その他の眼
及び付属器

その他の内
分泌、栄養

糖尿病

高血圧疾患

■件数

疾病状況上位５疾患 平成23年5月

64

83

113

145

534

0
10
20
30
40
50
60
70
80

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70～74歳代

（％）

平成25年度のさくら健康診査・特定健康
診査の高血圧有所見者の割合

山
北
町
は
平
成
26
年
３
月
時
点
で
65
歳

以
上
の
人
口
が
30
％
を
超
え
超
高
齢
社
会

の
町
に
な
り
ま
し
た
。
誰
も
が
健
康
で
、

長
生
き
が
で
き
る
町
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

今
回
は
、
山
北
町
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
医
療
状
況
と
、
特
定
健
康
診
査
の

結
果
か
ら
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
す
。

　
受
診
件
数
が
多
い
の
は
、
高
血
圧

超
高
齢
社
会
を
幸
せ
に

生
き
る
た
め
に
！

高
血
圧
で
治
療
し
て
い
る
件
数
が
１

か
月
5
3
4
件
で
、
２
番
目
に
件
数
の

多
い
糖
尿
病
の
約
3
・
7
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。

県
と
比
較
し
て
血
圧
等
の
循
環
器
系
の

疾
患
受
診
率
が
約
9
％
高
く
、
１
人
当
た

り
の
診
療
費
が
２
倍
以
上
に
な
っ
て
お
り
、

山
北
町
は
高
血
圧
を
発
症
す
る
人
が
多
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
の
結
果

　
高
血
圧
等
予
防
事
業

高
血
圧
の
予
防
の
た
め
に
は
、

　

１
日
の
適
正
摂
取
塩
分
量
は
８
ｇ
、
体

を
動
か
す
目
標
は
１
日
60
分
、
約
８
，

０
０
０
歩
で
す
。
次
の
事
業
に
多
く
の
町

民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
自
身
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

・
さ
く
ら
健
康
診
査
、
特
定
健
康
診
査

　
　
年
１
回
は
健
康
診
査
を
受
け
、

　
　
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
張
健
康
相
談

　
　
毎
月
各
地
区
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
か
ら
だ
す
っ
き
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
（
適
正
塩
分
料
理
教
室
、
運
動
教
室
）

　
　
11
月
か
ら
６
回
開
催
予
定

　
詳
し
い
内
容
は
、
随
時
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 　

  （
電
話
）
75
―
０
８
２
２

町
で
実
施
し
て
い
る
さ
く
ら
健
康
診

査
・
特
定
健
康
診
査
の
結
果
で
は
、
高
血

圧
の
有
所
見
者
が
50
歳
代
で
約
４
割
、
60

歳
代
で
は
約
６
割
と
、
年
齢
が
高
く
な
る

ほ
ど
増
え
て
き
ま
す
。
高
血
圧
の
発
症
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
40
歳
代
か
ら
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
の
増
進
と
医
療
費
を
削
減

し
、
国
保
税
等
の
負
担
軽
減
に
も
な
る
よ

う
に
、
高
血
圧
等
の
予
防
事
業
を
今
年
度

も
実
施
し
ま
す
。　

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

５
月
14
日（
水
）「
お
茶
」風
呂

５
月
26
日（
月
）風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、
当
日

利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た
方
全

員
に
、
次
回
平
日
ご
利
用
割
引
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

山北町 県

１ 受診件数（数） 653 301,527

２ 受診率（%） 19.3 10.4

３ 1人当たり診療費（円） 6,422 3,042

循環器系疾患の受診率と診療費の
県との比較（平成24年12月）
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生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信
編集発行／山北町立生涯学習センター　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

　３月２２日（土）に団員20名による劇「アラビアン
ナイト」とダンスレビューが熱演されました。
　子ども達のすばらしい演技に、会場は盛大な拍
手に包まれました。

ワンダーランド 春の公演ワンダーランド 春の公演
開催しました！開催しました！
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ジュニアコーラス
～歌とふれあい、楽しく歌います～
講　師　山崎　美恵子さん
対　象　幼児から（申し込みは随時受け付けいたします。定員なし）
参加費　無料
※練習日は原則毎週土曜日10：00～11：30、その他詳細については
　生涯学習センターへお問い合わせください。

キャラクター弁当教室
日　　時 　５月２３日（金）９：３０～１２：００
内　　容　ウインナーでできたかたつむりや、プーさんの
　　　　　おにぎりなど、簡単でかわいいお弁当を作り
　　　　　ます。梅雨でも楽しい気分になれますよ！
受付期間　5月2日（金）9：00～5月14日（水）17：15まで
　　　　　ただし、定員になり次第締め切りとなります。
対　　象　作りたい方はどなたでも（定員２４名）
講　　師　吉澤　三奈さん
参 加 費　１,０００円
持 ち 物　ピンセット・お子さんのお弁当箱・エプロン・
　　　　　三角巾・筆記用具

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは生涯学習センター事務室Tel（75）3131までどうぞ！

～申し込み受付中です～

山北町写真同好会写真展【４月９日（水）～２２日（火）】桃の節句～つるし雛飾り～【３月２６日（水）～４月８日（火）】

前回のイベントから

ロビー展示のお知らせ
山北美術協会春季小作品展
日　時　５月１４日（水）～５月２８日（水） ９：００～１７：００（ただし、１４日は１４：００から２８日は１６：００まで）   
※５月２８日（水）１５：００～１６：００に「ギャラリートーク（講師：山崎　優さん）」を開催しますので、興味のある方はぜひお越しください。
場　所　１階ロビー    問合せ　山北美術協会　諸星　カツ 　Tel（７５）００２５

親子映画鑑賞会を開催します！
～子ども達に大人気の名作アニメ「ピノキオ」を上映します～
日　時　５月２５日（日）１０：００～１１：３０（開場９：３０）
場　所　３階 視聴覚ホール

本のリサイクル展
　図書室では、不要になった本や町民の皆
様から提供していただいた本を有効活用す
るため、リサイクル展を開催します。

期　間　５月３１日（土）～６月８日（日）
場　所　１階ロビー

サマースクールの講師を募集します！
　生涯学習センターでは夏休み期間中、小・中学生を対象に「いろいろな
ことを体験しよう」をテーマにサマースクールを開講します。教室内容は
特に問いませんので、子ども達を指導していただける講師を募集します。
　詳しくは、生涯学習センター事務室 ℡（７５）３１３１までお問い合わせく
ださい。
開校期間  ７月２４日（木）～８月２４日（日）
募集期間  ５月　２日（金）～５月２３日（金）

お知らせ

ご自由にお持ち帰りください！

入場自由
無料

ロビー展示を開催しました

☆写真は「第13回ミニコンサート」より

風船もら
えるよ♪
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日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

5 月

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。

以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火
3
10
17
24

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6
13
20
27

土
7
14
21
28

6 月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　 は休館日、    　   は祝日。
休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

山北町写真同好会写真展【４月９日（水）～２２日（火）】桃の節句～つるし雛飾り～【３月２６日（水）～４月８日（火）】

前回のイベントから ロビー展示を開催しました

5 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 金 サマースクール講師募集期間
（～ 23 日） 事 務 室 ９：００ 申込者 生涯学習センター

3 土 おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

10 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

14 水 山北美術協会春季小作品展
（～ 28 日） １ 階 ロ ビ ー １４：００ 自　由 山北美術協会

諸星　カツ　  ☎（75）0025

17 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

23 金 キャラクター弁当教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 生涯学習センター

24 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

25 日 親子映画鑑賞会 視聴覚ホール １０：００ 自　由 生涯学習センター

31 土

本のリサイクル展（～ 6 月 8 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 生涯学習センター

ワンダーランド 美 術 工 芸 室 １０：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

6 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 生涯学習センター

7 土 おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

14 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

町内の災害等出動状況
火災 ０件 救急 ４３件 救助 ２件

3月1日から3月31日まで（小田原市消防本部）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

み さ き

　宿　　府　川　心　咲（女）智　之・麻実子

※今回の掲載分は、平成２６年３月１６日から平成２６年４月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

　台　　　尾　崎　喜代子（女）７７歳　本　人

馬　場　　髙　村　武　則（男）８９歳　　〃　

中下清水　　湯　川　スミヱ（女）９１歳　　〃　

宮　地　　沼　田　髙　一（男）９７歳　　〃　

湯　坂　　深　野　　喬　（男）９０歳　　〃　

前耕地　　手代木　　明　（男）６６歳　　〃　

万　随　　松　永　靖　史（男）４１歳　　滋　

越　地　　蓮　沼　サキ子（女）８０歳　重　則

谷　ケ　　紫　倉　道　子（女）７８歳　健　司

　〃　　　武　尾　鶴　江（女）８７歳　　智　

山北　241mm（081mm）
三保　218mm（097mm）

山北　10.7℃（09.5℃）
三保　07.4℃（09.5℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５８３人
５，８９７人
１１，４８０人

（－01人）
（－13人）
（－12人）

世帯数　４，２７５世帯（10世帯）

日本ＰＦＩインベストメント㈱
　代表取締役　西山　和成 様 150,０００円

定住促進事業資金のため

横浜市　匿名希望 様 10,０００円

水源地域の環境保全対策
（ふるさと応援寄附金）として

アサヒビール株式会社 様 1,400,０００円
水源林整備のため

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　５月　３日（土）
　大型絵本「なにをたべてきたの？」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
②　５月１７日（土）
　絵本「きみなんかだいきらいさ」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
③　６月　７日（土）
　パネルシアター「三びきのやぎのがらがらどん」ほか
    （おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
●時　間　10：30～11：00
　※時間が変わりました！ご注意ください。
●場　所　親子室（図書室内）
　楽しいおはなしをたくさん用意してお待ちし
ています。ぜひお越しください。

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

悪采師

紅花染め秘帳

決意とリボン

日本橋本石町やさぐれ長屋

スペードの3

平　茂　　　寛

平　岩　弓　枝

林　　　真理子

宇江佐　真　理

朝　井　リョウ

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
アイスプラネット

日本のすがた2014

トーラとパパの夏休み

あっ・ほっ

やぎや

椎　名　　　誠

矢野恒太記念会

エヴァ・エリクソン

五　味　太　郎

スズキ　コージ

◆ 児 童 書

3月の貸出ベスト5
　　　　　　　（Ｈ26.3.1～3.30）
3月の貸出ベスト5
　　　　　　　（Ｈ26.3.1～3.30）

　図書室でも人気の時代小説。まだ読んだことがない！という
方もいらっしゃるのではないでしょうか？お気に入りの一冊に
めぐりあえるかもしれません。ぜひ一度読んでみてください。

『時代小説』
今月のおすすめ本1 位　判じ物の主（鈴木英治著）

2位　血の扇（上田秀人著）

3位　首折り男のための協奏曲（伊坂幸太郎著）

4位　相も変わらずきりきり舞い（諸田玲子著）

5位　山桜記（葉室麟著）

　５月２４日（土）まで、「ともだち」を
テーマに、おすすめの本を展示して
います。お越しください。

こどもの読書週間企画

標語《いつもいっしょ、本といっしょ》

ほか

ほか

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

町内の災害等出動状況
火災 ０件 救急 ４３件 救助 ２件

3月1日から3月31日まで（小田原市消防本部）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

み さ き

　宿　　府　川　心　咲（女）智　之・麻実子

※今回の掲載分は、平成２６年３月１６日から平成２６年４月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

　台　　　尾　崎　喜代子（女）７７歳　本　人

馬　場　　髙　村　武　則（男）８９歳　　〃　

中下清水　　湯　川　スミヱ（女）９１歳　　〃　

宮　地　　沼　田　髙　一（男）９７歳　　〃　

湯　坂　　深　野　　喬　（男）９０歳　　〃　

前耕地　　手代木　　明　（男）６６歳　　〃　

万　随　　松　永　靖　史（男）４１歳　　滋　

越　地　　蓮　沼　サキ子（女）８０歳　重　則

谷　ケ　　紫　倉　道　子（女）７８歳　健　司

　〃　　　武　尾　鶴　江（女）８７歳　　智　

山北　241mm（081mm）
三保　218mm（097mm）

山北　10.7℃（09.5℃）
三保　07.4℃（09.5℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５８３人
５，８９７人
１１，４８０人

（－01人）
（－13人）
（－12人）

世帯数　４，２７５世帯（10世帯）

日本ＰＦＩインベストメント㈱
　代表取締役　西山　和成 様 150,０００円

定住促進事業資金のため

横浜市　匿名希望 様 10,０００円

水源地域の環境保全対策
（ふるさと応援寄附金）として

アサヒビール株式会社 様 1,400,０００円
水源林整備のため
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氷のぐいのみ
硝子の特性を活かした製品で、安
定感があり使い勝手もいいです。

（透明 1,200 円、色付き 1,500 円）
硝子工房流限 TEL 20-3636

門入道グッズ
カツの木を使用した手作り品で、ゲン担ぎ
になると言われています。
　　　　　　　　　（300 円～ 1,000 円）
へろくり倶楽部 TEL 78-3501

やまぶき最中
山北町の花やまぶきをかたどった柚子餡と
つぶ餡の最中です。（10 個入り1,500 円、
5 個入り880 円、1 個 145 円）
山北町商工会 TEL 76-3451

やまきたブランドが決まりました！
平成２６年３月１４日（金）に実施された第１回やまきたブ

ランド認定審査会で、独自性・機能性・市場性などの３項
目について審査を行い、次の１０品目が認定されました。

柚子コショウ
地元の青唐辛子と柚子を使ったこだ
わりの一品です。（540 円）
どうらくかぁちゃん TEL 75-2600

すっぽんドリンク
冷やして飲むと爽やかで、疲れた時に
も良いと好評です。
すっぽんスープ ・肉入りスープ 
温めるだけでおいしいすっぽんスープ
が飲めます。おすすめは雑炊です。

（540 円、肉入り 650 円）
瀬戸すっぽん養殖場 TEL 75-0188

黒糖梅ジャム
足柄産の十郎梅に宮古島の黒糖を
合わせて食べやすい味にしました。
　　　　　　　　　　　（972 円）
耕栄ファクトリーファーム
　　　　　　　　TEL 43-9322

【やまきたブランドとは】
山北町の農産物等を活用した町のイメージにふさわしい加工

品、食料品、工芸品等を事業者の申請に基づき審査をし、認
定基準に合致し認定された商品。

尾﨑好美さんが一日警察署長に
４月７日（月）、尾﨑

好美さんが松田警察署
長から一日警察署長に委
嘱されました。

伊藤正道署長から委
嘱状を渡された尾﨑さん
は、交通安全を呼びかけ
るため、制服を着用して
松田警察署から開成町
福祉会館までをオープン
カーでパレードし、同会
館ではオリンピック出場
にまつわる講演を行いま
した。

尾﨑さんは、その後行
われた交通安全教室にも
参加し、警察署員が教え
る交通安全に関する体操
や、交 通安 全のための
講習を来場者と一緒に受
け、安全を守るための要
点を学んでいました。

地域密着型のグループホーム、小規模多機能型の施設で、ご利用者様
が楽しく、元気で、明るい日常を送って頂けるように一緒に働きませんか？

　少人数の施設ですので、ご利用者様の希望に添った日常を職員みんな
で支えていきたいと思います。家に閉じこもりの方、お話し相手がいな
い方や、仕事で介護に不安のある方などもご相談に乗っております。
　詳しくは、お問合せください。

山北駅前 すずらん、アミーゴ ☎0465-20-3340     担当 小宮山

有料広告

加 工 品

工芸品

食べ物

飲むおんせん Veil
西丹沢の中川温泉使用の温泉水です。
　（1.5ℓ8本・300mℓ20本　各2,160円）
ピュア鉱泉株式会社 TEL 80-0828

その他

丹沢の猪
北海道産の小豆を使用し、独自の製法で
餡を製造した猪の形の最中です。
　（10 個入り1,080 円、6 個入り650 円）
盛月堂製菓 TEL 77-2468

【問合せ】商工観光課商工観光班
　　　　 （電話）７５－３６４６

『すずらん、アミーゴ』
職 員
募 集

新生「山北中学校」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、町内３中学校が統合され、４月から新たに
開校した山北中学校の１年生の教室で撮影をしました。
　勉強や運動など、何事にも熱中する力がみなぎる中学生時
代。１年生から３年生まで皆さんで力を合わせて、新生「山北中
学校」の伝統を築いていってもらいたいと思います。


